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総
世
帯
数
九
千
七
十
九
世

帯
、
人
口
二
万
五
千
六
百
六

十
人
、
六
十
五
歳
以
上
の
高

齢
者
四
千
三
百
五
十
六
人
、

高
齢
化
率
一
六
・
九
六
％
、

国
保
世
帯
数
三
千
三
百
三
十

五
世
帯
、
被
保
険
者
数
八
千

六
百
六
十
一
人
、
国
保
加
入

率
三
三
・
七
五
％
、
平
成
十

七
年
度
の
一
人
当
た
り
医
療

費
で
は
、
一
般
二
十
五
万
一

千
八
百
八
円
、
退
職
四
十
四

万
一
千
七
十
二
円
、
老
人
百

万
七
百
九
円
と
な
っ
て
お
り
、

介
護
保
険
に
お
い
て
も
、
年
々

増
加
し
て
お
り
、
十
七
年
度

に
引
き
続
き
十
八
年
度
に
お

い
て
も
介
護
保
険
の
税
率
の

引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
六
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、 

十
七
年
度
の
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
の
専
決

処
分
が
提
出
・
報
告
さ
れ
る

中
で
、
医
療
費
の
約
五
五
％

が
、
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

で
、
残
り
の
四
五
％
を
国
保

税
で
補
う
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
現
状
で
は
国
保

税
は
三
三
・
四
％
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
そ
の
財
源
不
足

が
一
億
五
千
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
赤
字
額
を
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

非
常
に
厳
し
い
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。 

　
仮
に
、
こ
の
財
源
不
足
を

税
に
転
嫁
す
る
と
、
一
人
当

た
り
の
年
税
額
が
約
一
万
七

千
円
程
度
高
く
な
り
ま
す
。 

　
十
七
年
度
は
、
財
源
不
足

を
全
額
一
般
会
計
か
ら
補
填

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
十
八
年

度
は
、
更
な
る
赤
字
が
予
測

さ
れ
今
後
に
お
い
て
は
税
率

の
改
正
も
余
儀
な
く
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。 

　
国
保
は
、
加
入
者
の
平
均

年
齢
が
高
く
、
か
つ
所
得
が

低
い
と
い
っ
た
構
造
的
な
問

題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
傾

向
は
近
年
の
経
済
の
低
迷
と
、

少
子
高
齢
化
の
影
響
が
さ
ら

な
る
財
政
負
担
増
と
な
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
ま

す
。 

委 員 会 レ ポ ー ト  
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国
保
は
皆
さ
ん
の
健
康
を

守
る
大
切
な
制
度
で
す
。
医

療
費
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な

い
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
の
悪

い
生
活
習
慣
を
改
め
る
こ
と

に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
は
防

げ
ま
す
。 

　
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

け
医
療
費
を
有
効
に
使
う
よ

う
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
下

さ
い
。 

　
国
保
の
健
全
な
運
営
が
保

た
れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

医療費を 
増やさないために 

意
見
書 

◇
「
仕
事
と
生
活
の
調
和
推

進
基
本
法
」（
仮
称
）
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書 

　
働
き
方
や
暮
ら
し
方
を
見

直
し
て
「
仕
事
と
生
活
の
調

和
」
を
図
る
こ
と
、
い
わ
ゆ

る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
実
現
が
、
こ
れ
か
ら

の
わ
が
国
に
と
っ
て
重
要
課

題
で
す
。 

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
は
労
働
政
策
に
限
る
も

の
で
は
な
く
、
省
庁
の
枠
を

超
え
て
総
合
的
に
政
策
が
実

施
で
き
る
よ
う
「
仕
事
と
生

活
の
調
和
推
進
基
本
法
」（
仮

称
）
を
制
定
す
べ
き
で
す
。 

　
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に

対
応
し
た
豊
か
で
活
力
あ
る

社
会
が
実
現
で
き
る
よ
う 

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

形
成
の
促
進
を
図
る
た
め
、

同
基
本
法
に
よ
っ
て
基
本
方

向
を
定
め
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
施
策
を
実
行
す
る
こ

と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。 

提
出
議
員
　
森
　
　
勝
己 

賛
成
議
員
　
柴
田
　
真
人 

（
賛
成
多
数
で
可
決
） 

賛
成
：
十
三
　
　
反
対
：
二 

　
政
府
関
係
機
関
に
送
付
し

ま
し
た
。 

 

三丸　佐代子 氏 阿部　隆叙 氏 

その他の議案 可・否 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

報告済み 

平成十七年度須恵町一般会計補正予算（第八回） 
の専決処分について 

平成十七年度須恵町国民健康保険特別会計補正予算 
（第四回）の専決処分について 

平成十七年度須恵町老人保健特別会計補正予算 
（第二回）の専決処分について 

平成十七年度須恵町公共下水道事業特別会計補正予算 
（第四回）の専決処分について 

須恵町特別職の職員及び教育長の給与に関する条例 
の特例に関する条例の制定について 

須恵町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関 
する条例の一部を改正する条例 

平成十七年度須恵町一般会計予算繰越明許費に係る 
繰越計算書の報告について（報告） 

その他の議案 可・否 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

全員賛成 

報告済み 

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の 
増加及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体数の 
増加及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

福岡県自治会館管理組合を組織する町村数の減少に 
ついて 

福岡県自治振興組合を組織する市町村数の増減に 
ついて 

福岡県市町村災害共済基金組合を組織する市町村数 
の増減について 

工事請負契約の締結について 

財団法人須恵町開発公社の経営状況を説明する書類 
について（報告） 

　「審議」は議会の会議で提出された議案などに

ついて、説明を聞き、質疑、討論を重ね表決す

るという一連の過程のことです。 

　「審査」は委員会において、議会の議決の対象

となる議案などについて、議論して一応の結論

を出す一連の過程のことです。 

国
民
健
康
保
険 

が
ピ
ン
チ
！ 

介護予防事業　南米里区「ミニデイサービス」 

教
育
委
員
会
委
員 

を
任
命 

シリーズ 

「審議・審査」 
とは？ 

　町議会の活動状況を知るために、どなた　町議会の活動状況を知るために、どなた
でも傍聴できます。でも傍聴できます。 
　申込みの受付は、役場４階議会事務局で　申込みの受付は、役場４階議会事務局で
行っています。行っています。 
　なお、次の定例議会は、　なお、次の定例議会は、９月13日からの
予定です。です。 

　町議会の活動状況を知るために、どなた
でも傍聴できます。 
　申込みの受付は、役場４階議会事務局で
行っています。 
　なお、次の定例議会は、９月13日からの
予定です。 

議　　長　　長澤　誠司議　　長　　長澤　誠司 
委 員委 員 長　　緒方　義人長　　緒方　義人 
副委員長　　森　　勝己副委員長　　森　　勝己 
委　　員　　今村　桂子委　　員　　今村　桂子 

議　　長　　長澤　誠司 
委 員 長　　緒方　義人 
副委員長　　森　　勝己 
委　　員　　今村　桂子 

広報特別広報特別 
委 員委 員 会 
広報特別 
委 員 会 

傍聴席から見た議場 

　
任
期
満
了
に
伴
う
須
恵
町

教
育
委
員
会
委
員
に
阿
部
　

隆
叙
氏
（
城
山
区
・
六
三
歳
）、

三
丸
　
佐
代
子
氏
（
昭
穂
区
・

五
五
歳
）
が
選
任
さ
れ
議
会

の
同
意
を
受
け
ま
し
た
。 

　
任
期
は
、
平
成
二
十
二
年

六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。 


